
 
様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２３年５月１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、現代のイラン人が保持する伝統的な祭祀・信仰に関する資料をデータベース化す
ることにより，これまで断片的にしか提示されてこなかった当分野の研究資料を一元化し、研
究の効率を格段に向上させることを目指したものである。その結果、イラン国内でのイスラム
以前の遺跡をはじめとする資料収集、データベース構築に係る作業、文学論への応用研究に係
る研究活動を実施した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of this research project is to integrate materials of the field of this research 
which have been extant in fragments, by way of construction of database on Iranian worship and 
belief. As a result, research work such as collection of pictures on ruins of pre-Islamic era, construction of 
database and applied research of theories of Persian literature has been carried out. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 
2008 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 
2009 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 
2010 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 
  年度    

総 計 14,300,000 4,290,000 18,590,000 
 
 
研究分野：イラン語歴史言語学 
科研費の分科・細目：文学・各国文学・文学論 
キーワード：外国語(中･英･仏･独除く)，外国文学(中･英･仏･独除く) ，文学論，              
民俗学，イラン 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）国内外の関連する研究における本研究

の位置づけ 
 本研究は、イラン言語史を専門とする研究
代表者（森茂男）による古典ペルシア文学に
見える近期ペルシア語の語源研究の一環と
いう位置づけで行われたものである。古典文
学研究においては、用語や文法などだけでな

く、当該地域の特殊な思考方法や習慣といっ
た文化的背景を熟知する必要がある。イスラ
ム教シーア派を信仰するイラン人によるペ
ルシア古典文学の研究では特に祭祀と信仰
の問題が文献理解の重要な鍵となる。そこで、
現代イランを対象にフィールド調査を行う
ことにより、古典文学が書かれた時代の風習
を直接記録することはできないまでも、可能
な限りの体系的な資料をデータベースの形
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式で作成することができると考えた。さらに
本研究では、ペルシア現代文学論、イラン口
承文芸論を専門とする研究者と連携するこ
とにより、イラン地域研究全体に寄与する基
盤的研究になると考えた。 
折しも、9.11事件(2001年)以降、中東の一
部勢力に過ぎなかったシーア派イスラム世
界が世界情勢の中心の一つとなる中、近年に
おける中東情勢を巡ってはイスラム教シー
ア派の人々についての理解は人文科学だけ
でなく、政治学や経済学等の社会科学の分野
でも急務であった。可能な限り早期において、
イスラム教シーア派住民の伝統的思考方法
を明確な資料により明らかにすることは、本
研究および本研究チームの社会的責務であ
ると考えた。 
 なお、本研究は、「イランの祭祀・信仰に
関するデータベースの構築とペルシア文学
論への応用研究」（科学研究費補助金、基盤
研究 B、課題番号：16320044）の「研究計画
最終年度前年度の応募」として応募され、継
続して実施する研究という位置づけで行わ
れた。 
 
（２）着想に至った経緯 
 イランはシーア派イスラムを国教として
いるが、現在のシーア派イスラム文化は、ゾ
ロアスター教、モンゴル文化、ギリシャ文化、
アラビア文化といった諸文化・宗教を重層的
に取り込んで発展してきたものである。しか
し、その重層性の痕跡は、イランの近代化と
ともに姿を消しつつあり、まさに消滅の危機
に瀕している。同時に、現在のイランを巡っ
ては、長期的には諸外国を巻き込んだ不安定
な政治情勢も予測されており、場合によって
は、無形・有形の文化財自体が近い将来にお
いて破壊される可能性もある。このため、現
在においてイラン・シーア派イスラム文化の
調査、保存、分析といった本格的研究活動の
実施が急務であると言える。こういった経緯
により、我が国の研究者が我が国独自の手法
で当該地域の文化研究を行うことの重要性
の認識することになり、本研究を実施する着
想に至った。 
 現地調査に関しては、中東をとりまく厳し
い国際情勢により、米国をはじめとする西欧
諸国の研究者がイランのイスラム教シーア
派住民を対象とした調査を自由に行うこと
自体が困難である。しかし、近年における日
本とイランの外交関係は比較的良好であり、
日本の研究者による現地調査に関しては大
きな障害はない。実際、本研究チームは平成
１６年度以降、イランの研究機関と連携した
作業を積極的に行ってきている。こういった
イラン研究を巡る状況の中、本研究を着実に
実行することにより、日本が当該分野の研究
において拠点的な立場になることが期待さ

れた。 
 
（３）既存研究の発展継承 
 本研究課題は、「イランの祭祀・信仰に関
するデータベースの構築とペルシア文学論
への応用研究」（科学研究費補助金、基盤研
究 B、課題番号：16320044）を基盤とし、さ
らに継承発展させるという明確な位置づけ
がある。本研究チームは、前掲の研究課題の
着想と研究成果を基礎として「シーア派イス
ラム文化理解に対する日本からの提言」（日
本学術振興会アジア・アフリカ学術基盤形成
事業、平成１７～１９年度）へと発展させて
きた実績を持ち、研究を効果的に発展させる
発想と経験を持つ。研究成果自体を発展させ
るだけでなく、若手研究者の効果的育成、社
会へ向けた研究成果の積極的還元、イラン研
究機関との日本主導の継続的な連携とその
強化を常に念頭に置きつつ、総合的に既存研
究を発展継承させることとした。 
 
２．研究の目的 
（１）研究期間を通じた目標 
 イランのイスラム教シーア派住民に調査
対象を絞り、祭祀・信仰に関するデータベー
スを作成し、且つ、文学的応用研究を行うこ
とを目的とする。 
 このために、イラン国内でのフィールドワ
ークにより、イスラム教シーア派の住民によ
って伝承される祭祀・信仰に関する資料、古
代ペルシア語を含む碑文に関する資料、古代
イラン文化を視覚的に伝える美術史学・考古
学的資料および、民話等の民俗資料の現地調
査及び資料収集を行う。 
 さらに、イランで収集した資料についてデ
ータベース化を行う。コーパス化した言語資
料、音声資料、画像資料、映像資料を全て共
通の形式で扱えるように Unicode による
XML形式で整理し、一元的に管理する。 
 その上で、研究代表者および連携研究者の
専門に応じて、文学論からの研究を行う。 
 
（２）特色、独創性、意義 
①関連する学問分野への寄与 
 本研究は、イランのイスラム教・シーア派
住民が保持する伝統的な祭祀・信仰をデータ
ベース化することにより、これまで断片的に
しか提示されてこなかった当分野の研究資
料を一元化し、研究の効率を格段に向上させ
ることを目指す。作成されるデータベースは、
歴史言語学的・文化史的研究に留まらず、ペ
ルシア現代文学論、イラン口承文芸論への応
用が可能であり、イランの地域研究全体に寄
与する基盤的研究成果であると考える。 
 
②応用研究におけるデータベースの実用化 
 また、本研究は、現地調査に基づくファク



 

 

ト（一次資料）を入力対象とする。入力対象
とする資料は、フィールドワークに基づく資
料に特化する。研究対象地域の特殊性を考慮
し、現地調査資料を重視する点が本研究の特
色の一つである。データベースは既に応用研
究において実用化段階にあるため、具体的成
果を提示することにより、拡充されるデータ
ベースの有用性を実証できる点も特色であ
る。 
 
③研究方法の基準の創出 
 本研究によって作成されるデータベース
は、イランのシーア派住民の伝統的思考方法
に関する資料としては、インターネット上で
利用でき、且つ、体系的なものとなり、その
位置づけは極めてユニークなものであると
考える。また、データベースの形式として
Unicodeを用いたXML形式を採用するため、
主要 OS間でデータの互換性ができるなど、
格段に汎用性が増したものである。当研究分
野においては、将来においても、本研究で構
築するデータベースが基礎的な資料の一つ
となり、基準的なものになると期待する。 
 
３．研究の方法 
 全研究期間を通して、イラン等におけるフ
ィールドワークによる調査、基幹的作業とな
る資料に関するデータベース構築に係る作業
、これに加えて応用研究を行った。 
 具体的には主に次の（１）から（３）の方
法で研究活動を実施した。（２）の作業にお
いては、ペルシア語の知識を有する研究補助
者を活用して、データの入力・整理・加工等
の作業を行った。 
 
（１）イラン等における資料収集 
 研究代表者、連携研究者および研究協力者
から構成されるイラン現地調査チームを組織
し、イラン・イスラム共和国内等で祭祀・信
仰に関する体系的な調査等を行った。 
 
（２）データベース作成：本研究等によりイ
ランで収集し、且つ、本研究の目的に合致す
る基幹的な資料を選定し、「イラン伝統文化
データベース」の拡充の作業を進めた。 
 
（３）文学論への応用研究：本研究活動によ
り得られた資料や知見を用いて、研究代表者
を中心としてペルシア語史的視点からの考
察などの応用研究を行った。 
 
４．研究成果 
本研究の研究成果を３項目に分けて説明
する。 
(1)イラン国内等での資料収集 
各年度、研究代表者等がイランへ渡航して
資料収集を行った。特に、イスラム以前の遺

跡資料の収集に係る活動を重点的に行って
きた。 
イラン文化圏は歴史的には周辺地域も含む
場合があるため、イラン国内の調査に加えて、
イランに隣接し，且つイラン祭祀信仰研究、
とりわけヘレノ・イラニズムにとって重要な
資料が残るトルコ共和国における調査を実
施した。また、イラン国内においてイスラム
以前の古代遺跡を中心とする画像資料の収
集およびソフレと呼ばれる主として女性が
行う儀礼的民俗の収集を行った。 
 
(2) データベース構築 
 下記の５の〔その他〕で示すサイト上で、
「イラン伝統文化データベース」を公開して
いる。このデータベースは、１－（１）で述
べた「イランの祭祀・信仰に関するデータベ
ースの構築とペルシア文学論への応用研究」
（科学研究費補助金、基盤研究 B、課題番号：
16320044）において構築してきたデータベー
スの発展版である。とりわけ、「イラン伝統
文化データベース」のなかでも中心的な内容
となる「古代イラン文化の遺産データベー
ス」と題したデータベースでは前イスラム期
イランの屋外遺跡のほぼ９割に及ぶ写真デ
ータを細部にわたって豊富に収録した。これ
には、イラン文化の伝統性を示すのに有用な
イスラム期の遺跡も数か所の詳細なデータ
が収められている。古期ペルシア語・パルテ
ィア語・中期ペルシア語の国内碑文について
は、所在地が確認できなかった数点を除き、
そのほぼすべてを収録した。この種の試みは、
イラン国内でも従来行われることはなかっ
た事業であり、イラン文化研究にとって重要
な基礎資料を提供できると考えている。また、
このデータベースは研究者だけでなく、一般
社会人にも利用しやすいように設計されて
おり、研究の社会貢献という観点からみても
重要な意義をもつと考える。 
 
(3)文学論への応用研究 
ペルシア古典文学における語源研究の一
環で行うペルシア語語源辞典の拡充につい
ては、当初の予定からさらに発展させ、一語
一語に付き詳細な分析と考察を加えること
になった。具体的には，次の諸項目について
調査し、分析した：ペルシア語語義，古辞書
解説，語源，近期イラン諸語，中期イラン諸
語，古期イラン諸語，古期インド語。近期イ
ラン諸語以下はそれぞれ対応する下位項目
を持ち，個別に語源項目との対応関係を記述
した。語源については従来説を踏襲するもの
が多いが，創見を陳述できるものは詳細に自
説を論じた。その結果，効率的に作業を進行
できなかった反省はあるもののペルシア語
語源研究にとって有益なデータを提供でき
ると考える。 



 

 

このほか、ペルシア語史、ソフレ儀礼、お
よび、口承文芸としての民間信仰についての
研究も一定の成果があった。 
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